
様式第１の３財産処分承認申請書（第５条及び第８条関係）記入例

当協会からのメール、または電話による問い
合わせは［担当者連絡先］に行います
必ず、対応可能な連絡先を記入する
※責任者と担当者は同一人物の記入可能

番号記入は申請者の任意、未記入可

申請日を記入する

リースの場合は（ ）内に貸渡し先社名を記入する1
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住所(都道府県から)、氏名又は名称、代表役職・
氏名は、現在事項全部証明書に記載されている通
りに記入する



様式第１の３(その２)財産処分承認申請書記入例

自動車の場合は車名、充電設備の場合はメー
カー名や型式等を記入する
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自動車の場合は登録番号か車台番号、充電設
備の場合は製造番号、又はシリアル番号を記
入する
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※処分の種類が、抵当権の設定の場合
記入例 1．「補助財産を取得する資金確保のため」
記入例 2．「補助事業者の事業の資金繰りのため」
（当該抵当権を認めなければ事業の継続が出来ず
かつ返済の見込みがあるもの）

※処分の種類が、その他の場合
転用、無償譲渡、無償貸付、交換、取り壊し又
は廃棄、のうちで当てはまる種類の理由を記入
してください




